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洋上風力発電設備に関する審査基準のとりまとめ方針
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○ 電気事業法において風力発電設備は、発電用風力設備の技術基準を定める省令（平成9年通商産業省令
第53号）で定める風力発電設備の技術基準に適合する必要がある。

○ 港湾法において公募対象施設は、港湾法施行規則（昭和26年運輸省令第98号）及び公募対象施設等又は
その維持管理の方法に関し必要な事項を定める告示（平成28年国土交通省告示第858）号で定める公募対
象施設等の基準に適合する必要がある。

○ 各法に基づく技術基準について、統一的な考え方を解説する「洋上風力発電設備に関する技術基準の統一
的解説」（以下、技術基準解説とする。）を策定し、平成30年3月に公表する。

電気事業法に基づく
発電用風力設備

に関する技術基準

港湾法に基づく
公募対象施設等

に関する基準

統一的な考え方を解説する「洋上風力発電設備に関する技術基準の統一的解説」を策定



○ 荷重レベル等、第３章に記載の項目については、要求
性能に対する性能規定にあたるものが含まれるため、第
３章のうちどこまでが性能規定を満たすための要求性能
にあたるかを明確にするため、構成の見直しも含め検討
してほしい。

○ 設計手法によって部分安全率の考え方が変わるので、
設計法と安全率との対応をきちんと整理してほしい。

11/24 第２回検討委員会での主なご指摘事項
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ご指摘事項への対応 ①

第1章 総則

第2章 洋上風力発電設備等の要求性能
2.1 外力に対して安全な構造
（2.2～2.12 略）

第3章 洋上風力発電設備等に作用する
自然条件等

（略）

第4章 洋上風力発電設備の設計
4.1 構造設計の基本方針
4.2 荷重の組合せ
4.3 荷重抵抗係数法による設計
4.4 許容応力度法による設計
4.5 構造解析
4.6 タワーの設計
4.7 モノパイル構造の設計
4.8 ジャケット構造の設計
4.9 重力式基礎の設計
4.10 接合部の設計
4.11 運転・維持管理に必要な設備
4.12 防食 3

第1章 総則

第2章 洋上風力発電設備等の要求性能
2.1 外力に対して安全な構造
（2.2～2.12 略）

第3章 洋上風力発電設備等に作用する
自然条件等

（略）

第4章 洋上風力発電設備の設計
4.1 構造解析

4.2 荷重抵抗係数法による設計
4.3 許容応力度法による設計

4.4 タワーの設計
4.5 モノパイル構造の設計
4.6 ジャケット構造の設計
4.7 重力式基礎の設計
4.8 接合部の設計
4.9 運転・維持管理に必要な設備
4.10 防食

○ 「洋上風力発電設備に関する技術基準の統一的解説」の構成を見直し、4.1構造設計の基本及び4.2荷重の組合せ
は要求性能に密接に関係することから2.1 外力に対して安全な構造に統合。 また、4.5構造解析を4.1に移動。

統合

移動

統一的解説の構成 （H29.11.24 案） 統一的解説の構成 （H30.3.7 案）

一部移動



ご指摘事項への対応 ②
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○ 統一的解説では、以下の考え方に従って、設計法と部分安全率について整理。

○ 短期荷重や疲労荷重のように荷重組み合わせがJIS C 1400-3に規定されるものは、これに準拠して荷重抵抗係数
設計法を適用することとした。

○ JIS C 1400-3に規定されない長期荷重及び日本特有の環境条件である地震、津波については、土木学会指針また
は港湾基準を踏まえた、許容応力度法を適用することとした。

○ 設計津波については、許容応力度設計法、または実挙動を適切に評価できる解析による照査とし、港湾レベル２地
震動に関しては、実挙動を適切に評価できる解析による照査を行うものとした。

荷重組み合わせ
荷重抵抗係数

設計法
許容応力度

設計法
実挙動を適切に評価できる

解析による照査

JIS C 1400-3に
準拠し設定

短期荷重 〇

疲労荷重 〇

本委員会において
検討し設定

長期荷重 〇

稀に発生する地震動 〇

港湾レベル1地震動 〇

極めて稀に発生する地震動 〇

港湾レベル2地震動 〇

設計津波 〇 〇

「洋上風力発電設備に関する技術基準の統一的解説」における設計・照査法の整理



技術基準の統一的解説の公表に向けたスケジュール
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３月 ７日（水） 第３回 港湾における洋上風力発電施設
検討委員会

３月１２日（月） 経済産業省 産業構造審議会保安・消費生
活用製品安全分科会電力安全小委員会

３月中 経済産業省及び国土交通省の各ＨＰに、
「洋上風力発電設備に関する技術基準の
統一的解説」を公表

４月～ 統一的解説に従って、洋上風力発電設備
の構造設計に係る審査を開始
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